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平成30年６月橋本市議会定例会会議録（第３号）その７ 

平成30年６月19日（火） 

                                          

（午後３時35分 再開） 

○議長（岡 弘悟君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

○議長（岡 弘悟君）順番12、10番 森下君。 

〔10番（森下伸吾君）登壇〕 

○10番（森下伸吾君）ただ今、議長のお許し

をいただきましたので、通告に従い、一般質

問を行わせていただきます。 

 今回の一般質問、１項目めとしまして、

beyond2020プログラムの推進についてお聞き

いたします。 

 beyond2020プログラムとは、2020年に向け

世界の人々に日本の魅力をアピールする絶好

の機会と捉え、地域性豊かで多様性に富んだ

日本文化を生かし、国際化や共生社会など

2020年以降のレガシー創出に資する文化事業

を認証するプログラムです。 

 認証を受けた事業はロゴマークをサイン、

看板や告知物、販促物、商品等に使用できま

す。また、beyond2020の公式ホームページで

認証事業を紹介してもらいます。本市の日本

文化の魅力を発信する絶好の機会と捉え、イ

ベントを行う法人、団体に積極的に申請を行

うよう推進すべきと考えますが、当局の見解

をお聞きいたします。 

 次に、２項目めとしまして、フォトロゲイ

ニング開催についてお聞きいたします。 

 ロゲイニングとは、地図、コンパスを使っ

て多数設置されたチェックポイントをできる

だけ多く制限時間内に回り、得られた点数を

競う野外スポーツです。さらに、それをわか

りやく手軽にしたのがフォトロゲイニングで

す。参加者はチェックポイントへの到達の証

拠として主催者が指示した石碑などの目印を

写真撮影します。このチェックポイントの写

真をＳＮＳに投稿することで友人や知人に楽

しさを伝えられ、その拡散効果が人気を後押

ししているとされています。 

 本市としてフォトロゲイニングについてど

のような見解をお持ちかお聞きいたします。 

 次に、３項目めとしまして、子育て世代が

定住できる施策についてお聞きいたします。 

 橋本市で新築住宅を取得し、転入した若年

層夫婦に対し、転入夫婦新築住宅補助金を交

付しています。また、国土交通省では３世代

同居など複数世帯の同居の実現に資するリフ

ォームを推進するための事業を進めています。

経済的に厳しい子育て世代が本市に定住して

もらえるために、今後どのような住宅支援が

考えられるのか当局の見解をお聞きいたしま

す。 

 以上、私の１回目の質問といたします。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君の質問項

目１、beyond2020プログラムの推進に対する

答弁を求めます。 

 教育部長。 

〔教育部長（曽和信介君）登壇〕 

○教育部長（曽和信介君）beyond2020プログ

ラムの推進についてお答えします。 

 beyond2020プログラムは、2020年東京オリ

ンピック・パラリンピックの機運を盛り上げ

るとともに、2020年以降を見据え、日本の強

みである地域性豊かで多様性に富んだ文化を

生かし、次世代に誇れるレガシーの創出に資

する文化プログラムをbeyond2020プログラム

として認証し、ロゴマークを付すことにより、

世界の人々に日本の魅力をアピールし、オー

ルジャパンで統一感を持って全国展開をめざ

すものです。 



－132－ 

 この認証の要件として大きく二点が挙げら

れており、一つ目は日本文化の魅力を発信す

る事業・活動であることが求められており、

伝統的な芸術からクールジャパンとして世界

中が注目するコンテンツ、和食などの食文化、

祭り、伝統工芸品など多様なものが含まれま

す。 

 二つ目は、多様性・国際性に配慮し、障が

い者にとってのバリアを取り除く取り組みや、

外国人にとっての言語の壁を取り除く取り組

みなどが求められます。 

 また、認証事業の実施主体は公的機関のほ

か、民間事業者や任意団体等でも可能です。

今後、文化庁を中心として文化プログラムの

推進に向けた取り組みが進められますが、ま

ずはプログラム認証組織を拡大することが最

優先となっています。 

 認証組織としては、都道府県及び政令指定

都市、商工会議所等がなれるものと定義され

ており、今後これら認証組織の拡大に向けた

説明会の開催等の取り組みがなされる見込み

です。 

 本市としましては、市内の文化団体等に

beyond2020プログラムの趣旨や認証要件等を

ご理解いただき、当プログラムに申請してい

ただけるよう取り組みたいと考えています。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君、再質問

ありますか。 

 10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ご答弁ありがとうござ

います。それでは、再質問をさせていただき

たいと思います。 

 先ほどからもご答弁いただきましたように、

このプログラムに参加するメリットとしまし

て、ロゴマークを配布されるということであ

りまして、初めての方もたくさんいらっしゃ

ると思いますが、beyond2020のロゴマークと

いうのはこういう形のマークになります。こ

れを印刷物とかいろんなところに付すること

で、お墨つきをいただくではないですけども、

そういった文化活動でもあるということであ

りまして、日本文化を発信しているイベント

であるということを公に公表できるというこ

ともありますし、beyond2020のホームぺージ

で紹介していただくことで、日本だけでなく

全世界にそのイベントを発信できるというこ

とでもあります。 

 先ほどからのご答弁にもありましたように、

このbeyond2020のプログラムの対象となるよ

うな文化団体というのは、この橋本市に多数

あるものでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）橋本市は市の文化

向上に寄与する団体として、橋本市文化協会

がございます。この協会は、橋本市音楽協会、

橋本市芸術家協会、橋本市文芸協会、橋本市

生活文化協会、橋本市詩吟協会の５部門から

構成されておりまして、加盟団体が27団体で

ございます。こういうところが申請いただけ

る団体になろうかと考えてございます。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）本当に本市でもたくさ

んのそういった団体があるということでござ

いますので、まだまだこのbeyond自体が始ま

ったばかりでございますので、この取り組み

自体を知らない団体も多いと思いますので、

ぜひともまたしっかりとアピールをしていた

だければというふうにも思います。そういっ

た団体はもちろんございますが、本市でも主

催となっているようなイベントもあると思い

ます。そういったイベントを、このbeyond2020

に申請するというようなことも考えられない

でしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）市が実施しており

ますそういう団体と一緒にやっているような
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イベント等につきましては申請ができるのか

なというふうに考えてございます。例えば、

市民総合文化祭でありますとか、市民狂言で

学びの日でありますとか、その辺については

考えていけるのではないかと思っています。 

 それと、団体になると思うんですけども、

小踊りですとか、また子ども狂言等、橋本市

内ですばらしい文化活動をしていただいてい

る団体もございますので、そちらのほうにも

登録をいただけるのではないかなと考えてご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）そういった形で市の主

催、ともどもに主催していただいているよう

な、開催していただけるようなイベントも申

請できるのではないかということで、一度ま

たご検討いただければというふうにも思いま

す。 

 このbeyondのホームぺージを見ますと、認

証事例というのも載っておりましていろいろ

な事例が載っております。先ほどのような狂

言のこととか、美術的なことももちろんなん

ですが、一方、阿波踊りとかそういった祭り

とか、あとは、いわゆる先ほども紹介ありま

したように和食とか、伝統工芸品とかという

こともbeyondの対象になるということでもあ

りますので、こういった部門は教育部という

よりも経済部のほうになると思いますので、

そのあたりどうでしょう。beyondのほうもそ

ういった経済部のほうでも考えられることが

あれば申請していけるんではないかと思うん

ですが、いかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）本市には、国

の伝統的工芸品に指定されております紀州へ

ら竿もありますし、同じく100年以上の伝統が

ある高野口の再織りなんかもあります。そう

いったものについてはそれぞれの団体と協議

を進めながら、承認いただけるような状況は

つくっていけると思います。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）この点もまたいろいろ

ご協議いただいて、もし申請いただけるとこ

ろはしていただければなと思います。 

 プログラムも見ておりましたら認証要件が

載っておりますが、その中で文化的なことは

もちろんなんですが、多様性・国際性に配慮

したことが含まれる事業であることも書かれ

ております。 

 例えば、障がい者にとってそのバリアを取

り除くような事業であったりとか、外国人に

とって言語の壁を取り除く取り組みであった

りというふうな形で多様性・国際性というこ

とですから、障がい者の方にとっても、外国

人の方にとっても参加できるようなイベント

であるということでもあると思います。こう

いったイベントが今現在あるのかどうかわか

らないんですが、新しくそういったイベント

を立ち上げるようなお考えというのはいかが

でしょう。この機会にせっかくですから。そ

ういった障がい者の方、また外国人の方が参

加できるようなイベントというのは考えられ

ないものでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）教育部長。 

○教育部長（曽和信介君）障がい者の方を限

定としたイベント等につきましては、福祉部

門等もいろいろ検討は必要なのかなと思って

おります。ただ、現在先ほどもご紹介させて

いただきました、やっている文化活動等につ

きまして、今でも既に車椅子で会場に来てい

ただいたりとかではできるような配慮は当然

しておりますし、また各団体におかれまして

も、例えば、外国人のための言語の記した解

説書であったりとか、パンフレット等につい

てはご用意していただく等については、これ
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からの取り組みの課題かなと考えてございま

す。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）先ほどの教育部長のご

答弁の中にもありましたように、この2020年

のオリンピック・パラリンピックを迎えて、

日本としてもしっかりと盛り上げていこう、

オールジャパンでやっていこうということで

ありますから、これを機会に橋本市としても

新たなイベントというのも立ち上げてもいい

のかなというふうにも思うんですが、新しく

やろうと思えば、スクラップアンドビルドも

必要になってくると思うんで、このあたりは

担当部局だけではなかなかお答えできないと

ころかなと思いますので、この辺新しくとい

うことであれば市長判断もございますので、

そのあたりは市長はいかがお考えでしょうか、

この範囲。 

○議長（岡 弘悟君）市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）森下議員の質問にお答

えをします。 

 当市にはパラリンピックに多分出場してい

ただけるであろう中村智太郎選手もいてます

し、やはりパラリンピックを盛り上げていく、

あるいは、それ以降に障がい者の皆さんにも

っともっと社会参加をしていただけるような

取り組みというのも必要になってくるんでは

ないかなというふうに思います。和食とか祭

りとか伝統的工芸品とともにそういうイベン

トを共同開催できるということになれば、例

えば、まっせ・はしもとの中に障がい者の文

化祭を開催して、障がい者の方の発表の場に

していくということができてくるんではない

かなと。これについてはそんなに資金的にも

まっせと組ますことによって大きなお金が要

ってくるわけでもありませんし、そういう中

で障がい者の皆さんが今頑張ってくれている

紀の川支援学校の太鼓であったり、やっちょ

んであったり、あるいは、むくのきでやって

いるようなダンスであったり、今さまざまな

障がい者の方がいろんな活動をしていただい

ていると思います。そういう障がい者の子ど

もたち、あるいは大人の方がそこで発表会が

できるような、これは県立体育館しか無理か

なというふうに私も思いますし、例えば、武

道場にそういうステージをつくって、周りを

観客席にして、障がい者の方には前で見ても

らって健常者の方には２階の席で見てもらう

ようにして、障がい者の方がそこに参加でき

るような文化事業というのは可能ではないか

なというふうに思っています。 

 ただ、ちょっと外国人となると、なかなか

そこの部分については難しい部分があります

ので、まず障がい者の方を中心としたそうい

う文化的事業を橋本市のイベントの一つと組

み合わせてやっていくということは可能であ

ると思います。やはり、なかなか仕事の提供

はできませんけども、そういう社会参加、一

緒になってみんなが頑張っていることの発表

する機会をつくってあげるというのは、障が

い者の皆さんにとっては大変大事なことであ

ろうかと思いますし、まっせの中に逆に障が

い者の方がつくっていただいた、作業所でつ

くったものを販売する、あるいは絵画を展示

してあげる、作品を展示してあげるというふ

うなことでいけばいいのかなと。あんまり難

しく考えると行き詰まってしまうんで、逆に

単純な発想の中でそういう障がい者の方がも

っともっと社会参加していけるような取り組

みをしていけばいいのかなというふうに考え

ていますので、できるだけ教育委員会でもま

たまっせの事務局とも打ち合わせをしながら、

そういう中で可能かどうかというのを判断し

ていきたいというふうに思っています。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 
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○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。

そういうふうな形で難しく考えるんじゃなし

に、今のやっているイベントなんかとコラボ

することも大事かなと思いますし、またそう

いったことでまっせなんかも一番いいのかな

と私も思います。私も委員長をさせていただ

いていますので、まっせの実行委員をやりま

すので、またその辺もしっかりと訴えさせて

いただきたいとも思います。本当にこういっ

たことを通してオリンピック・パラリンピッ

クのレガシーとして、遺産として、本市にも

次の世代に残せるような文化活動を推進して

もらえることを願いまして、一つ目を終わり

たいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目２、フ

ォトロゲイニング開催に対する答弁を求めま

す。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）フォトロゲイ

ニング開催についてお答えします。 

 ロゲイニングとは、地図、コンパスを使っ

て多数設置されたチェックポイントをできだ

け多く制限時間内に回り、得られた点数を競

う野外スポーツで、チェックポイントを写真

撮影し、より手軽にしたのがフォトロゲイニ

ングです。 

 フォトロゲイニングの開催についてですが、

本年11月11日、河内長野市主催の第４回奥河

内ロゲイニング大会が開催される予定であり、

河内長野市・橋本市・五條市広域連携協議会

において幹事市である河内長野市から今年度

は３市をまたぐ広域エリアを設置してはどう

かとご提案いただいているところです。橋本

市エリアのチェックポイントは現状未定です

が、ＳＮＳの拡散効果は大きいと考えており、

同協議会と連携し、シティセールスにつなが

る効果的なチェックポイントを設定しようと

考えています。三市市民の交流はもちろんの

こと、それ以外の参加者の方にも三市の地域

を知っていただく良い機会になると考えてい

ます。 

 本市としては、来年度以降の単独開催につ

いては現状季節ごとのイベントを多数開催し

ており、新規イベントとしてビルドするのは

困難であると考えています。しかしながら、

フォトロゲイニングについてはローコストで

の実施が可能で、また運営人員についても比

較的少なくて済むイベントであると聞いてい

ます。また、議員おただしのとおりチェック

ポイントで撮影した写真をＳＮＳでの拡散や

本市の観光資源のＰＲに寄与することも期待

できるため、本年11月に開催予定の三市協で

の開催結果を検証した上で、現行のイベント

をスクラップすることも考慮して、次年度以

降の開催について考えてみます。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君、再質問

ありますか。 

 10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。

ご答弁いただきましたように、新しくまたイ

ベントを立ち上げていただくとなればビルド

になりますので、なかなか今多数開催してい

る中でまたつくるというのは大変困難かもわ

からないということでありましたが、現在、

経済部がいろいろイベントをされております

が、そこに参加されている方の年代層という

のは一体どれぐらいの年代層の方が多いか、

もしわかれば教えていただけますでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）多数のイベン

トを開催しておりますので、イベントによっ

てその年代というのはそれぞれまちまちなん

ですが、大きなイベントで代表的なサマーボ

ールなんかは、現場のほうに来られる方は比

較的若い方、若い世代が多いです。周囲から
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は結構高齢の方も花火を見られたりしており

ます。 

 まっせイベントに関しましては農業イベン

トということもあって、比較的中年から高年

の方が多数来られています。外のブースには、

結構若い方も来られて、いろんなブースを回

られたりしておる、そういう状況でございま

す。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。

祭りに関しては結構若い年代も来られると思

いますが、例えば、ウォーキングのイベント

とかですとやはりどうしても年配の方とかも

多いとは思いますので、そういった今経済部

がやっていただいているイベントよりも、ど

ちらかというとこのフォトロゲイニングとい

うのは、ファミリーで参加されたり、あとは

若い年代の方が参加されたりということで、

年代層が結構若いんではないかなと。来てい

ただく年代が、今までのそういったイベント

に参加していただける方とは少し違うのでは

ないかなと思います。例えば、サッカー大会

であるとか、野球大会をやろうと思っても、

技術的な差が出てきますが、フォトロゲイニ

ングはチームで動きますけども、ほとんど初

心者であっても楽しめる内容でもあります。 

 また、先ほども言ったように家族で参加で

きますので、家庭のコミュニケーションにも

役立つということでもありますし、ゲーム性

がありますので、すごく競い合えるというの

もあって人気を博しているところでもありま

す。 

 何と言ってもやはりチェックポイントを回

る、そのチェックポイントの数で点数が決ま

るんですが、そのときに写真を撮影しますの

で、それを拡散していただけることで本市と

しても観光資源を参加者の方が拡散していた

だける、アピールしていただけるというのが

最も大きいところではないかなと思います。

先ほどもご紹介いただいたように三市協のほ

うで、今年度はフォトロゲイニング、河内長

野市は前からロゲイニングはされております

ので、その点も踏まえて今回三市協でやりま

しょうということを言っていただいておるん

ですが、それに対しては全然ありがたいこと

ですし、いいご提案をいただきましたので橋

本市としてもありがたいんですが、反対はし

ないんですけども、三市となりますとちょっ

とチェックポイントをどうするかというのが、

すごく私も疑問に思うところでして、三市を

それぞれ。公共機関を使わないというのが一

つのポイントでありまして、歩いたりという

やり方で移動するというのが一つのフォトロ

ゲイニングの要件でもありますので、そこを

どうするのかというのもあると思いますので、

今年、ぜひともその辺をいろいろ考えていた

だいていると思いますので、その辺を踏まえ

て、ぜひとも来年度に向けて取り組むいいき

っかけであると思いますので、その点、今年

度一度そこに検証していただければと思いま

すが、範囲も広いので、その辺も踏まえて検

証していただければと、来年もしまたやって

いただけるんでしたら三市協でやっていただ

いたらいいとは思うんですが、その点も踏ま

えて、いかがでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）今現在三市協

で合同でさせていただいとるイベントにバス

ツアーがあるんですが、これはバスで回りま

すので、本当にアクセスに関しては問題なく

ていいんですが、ただ、参加される方はほと

んど高齢の方です。そういう意味から、ただ

今議員のほうからおただしいただきました若

い方がたくさん参加いただけるという部分で

は、このロゲイニングが三市協の中で実現継

続していければ非常にいいなと思うんですが、
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ただ、その問題点として、非常にエリアが広

いと、なかなか全ての市を回っていくことは

現実的には難しいと思います。そういう状況

の中で、今年のやり方については具体的には

決まっておりませんが、そういうことが早速

今年度の開催の課題になってこようかと思い

ますので、そういうことを検証しながら、来

年度単独で開催するか、もしくは三市協でや

るか、既存のイベントをどうするかを含めて

検証していきたいと思っております。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ぜひともまた検証して

いただいて、今までのイベントとスクラップ

アンドビルドをやっていただきながら、より

多くの方が本市に訪れてもらえるようなきっ

かけをまたつくっていただければと思い、二

つ目を終わります。 

○議長（岡 弘悟君）次に、質問項目３、子

育て世代が定住できる政策に対する答弁を求

めます。 

 経済推進部長。 

〔経済推進部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済推進部長（笠原英治君）子育て世代が

定住できる政策についてお答えします。 

 まず、国土交通省では、若者・子育て世代

が安心して暮らすことができる住生活を実現

するため、劣化対策や耐震性など住宅の性能

を一定基準まで向上させる工事に加え、三世

代同居対応の改修工事に対する補助や、木造

住宅で長期優良住宅等を新築する場合に、三

世代同居加算を行うなどの支援を行い、少子

高齢化・人口減少に対応した住まい・まちづ

くりを進めています。 

 一方、本市の子育て世代の定住施策として

は、市外から転入する若年夫婦が新築住宅を

取得する場合に30万円を交付する転入夫婦新

築住宅取得補助事業を実施し、移住やＵター

ン、親世帯との近居の促進を行っています。 

 また、和歌山空き家バンクに登録している

住宅を取得して移住する場合に、購入費用の

２分の１、上限20万円を、40歳未満の若年夫

婦の場合は30万円を交付することで、空き家

の利活用及び移住定住促進を行っています。 

 また、この２事業の対象者については、国

土交通省の補助事業を活用し、独立行政法人

住宅金融支援機構と橋本市が連携することで、

長期住宅ローンフラット35の金利引き下げを

実施しています。 

 今後の移住定住に係る住宅補助施策の見解

ですが、人口減少・少子高齢化が進む中、若

年層の移住定住促進はもとより、三世代近居

や同居による子育てや介護など、世代間での

お互いの暮らしを助け合い、健やかに安心し

て暮らせる環境づくりが重要であると考えて

います。現在、市内には更地の住宅開発地も

多く、また、その一方で、空き家の利活用も

課題であることから、国の制度や新築着工件

数、空き家の登録件数などの動向を見ながら、

現在実施している新築住宅取得補助や空き家

取得補助の制度を実情に応じて見直していき

たいと考えています。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君、再質問

ありますか。 

 10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）それでは、三点目にな

ります。 

 本市では、転入夫婦の新築住宅取得補助制

度がございますので、何年か続けられており

まして、ある程度の一定の効果も出しておる

とは思いますが、ここで昨年、平成29年度で

は、一体この制度を使って何人のご夫婦が補

助制度を利用してこの橋本市に転入してこら

れたか、その点お伺いいたします。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）平成29年度の

実績では34所帯が利用されて、夫婦68人、子
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ども54人の計122人の方が市外から本市へ移

住されています。そのうち４割の所帯が橋本

市に今まで居住したことがない所帯でしたの

で、非常に移住促進につながっていると考え

ております。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）122人のうち４割が橋本

市以外からということでありますので、ある

程度の一定の効果があると思います。さらに、

そのご利用いただいた34世帯ですか、そのう

ちの中で、例えば、その補助を利用した中で、

この橋本市に親がいらっしゃるとか、同居さ

れるとか、近居についても、そういう対象の

方がいてたのかどうかというのが、もしアン

ケートなどでわかれば教えていただければと

思います。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）この補助金を

利用された全ての方にアンケートをとってお

りまして、その中に、どうして橋本市へ移住

されたかということの中で、理由として、実

家が近いであったり、地元であるという回答

者の方が全体の55％おられました。そういう

ことからしましても、親元での近居や同居の

促進につながっておるというふうに考えてお

ります。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。

そういう意味では、やはり住み慣れたこの橋

本市に帰ってきたいという若いご夫婦もやは

りいるのかなというふうにも思います。ただ、

やはり三世代近居や同居に係る補助というわ

けではなく新しくということでありますので、

例えば、三世代に特化した、そういうふうな

補助をこれから考えていかれないかなという

ふうにも思うんですが、その点はいかがでし

ょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）いろいろ制度

を設定する時点で検討する時点で、ほかの市

町村の状況なんかも検証しておるわけなんで

すが、和歌山市なんかはそういった三世代の

補助金を出されておるのを十分理解しており

ます。そういう中で先ほどお話しさせていた

だいたように、現在の制度におきましても、

この三世代の近居や同居に対する支援にもつ

ながっているというふうに理解しております

ので、新たに三世代近居や同居に限定した制

度につきましては今のところ考えておりませ

ん。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）新たにというよりも特

化してというか、今の新築住宅制度にプラス

してというふうな形で、三世代になればさら

にプラスされるというようなことであれば、

より橋本市に帰ってきていただけるんではな

いかなというふうに思います。 

 もう一点、今の新築住宅取得補助ですから

新築なので、例えば、三世代ですとリフォー

ムというのもございますが、そういった面で

三世代のリフォームに関しての補助制度の導

入というのは考えられないものでしょうか。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）壇上でもご答

弁させていただきましたとおり、橋本市は比

較的まだ新築をできる場所が非常にたくさん

ありまして、そういうところの促進にもつな

がるということで、基本的に新築に対する補

助をしておるわけなんですが、ただ、今年度

からは当初予算で可決いただきましたとおり、

中古住宅、これはリフォームではないんです

が、中古住宅の取得に関しても補助金を市の

ほうで出させていただくことになっておりま

す。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）新築に限って橋本市は
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まだ土地があるからということであったとは

思いますが、ただやはり、先ほども部長おっ

しゃっていただいたように、和歌山市や有田

市ですかね、もこの三世代に対しての補助を

出されております。そういったほかの市でも

こういうふうな三世代に対して補助が出され

ているということで、こういったことを考え

て検討されたことはないのかな、その点につ

いて一度お伺いしたいと思います。 

○議長（岡 弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（笠原英治君）今年度の予算

提案をする折に、担当課のほうでは中古住宅

のリフォームにするか、この取得補助にする

かということでいろいろ検討したわけなんで

すが、リフォーム補助の場合、国の制度とし

て、壇上でも申し上げましたように一定の建

築に見合うようなリフォームをすれば補助金

が得られますので、全体の取得のほうに変え

ていこうということでそういうふうなものを、

本来新築住宅の補助金50万円であったものを

30万円に落としでですね、中古住宅の取得の

ほうに充てております。全体の限られた予算

の中で調整させていただいた結果、住宅取得

に限るということになっております。当然、

リフォームに関しても検討はいたしました。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君。 

○10番（森下伸吾君）ありがとうございます。

私が三世代のほうに今回こだわるといいます

か、お話をさせていただいたのは、先ほども

ありましたように、やはり我々も橋本市を回

らせていただいてても、大きなおうちに年配

の方のご夫婦で住まれてたりとか、お一人だ

けで住まれているようなお宅もございます。

この方がもしお亡くなりになられたときには、

この家は空き家になるんだろうなというふう

な推測ができるわけでして、できるならばや

はり子どもさんとかが帰っていただいてリフ

ォームしていただいて住んでいただくのが本

当はいいんではないかなというふうにも思い

ます。そういった空き家対策にもなるんでは

ないかなというふうにも思いますが、これは

また国の制度もございますけども、なかなか

これもまだ周知されていませんので、もっと

これも周知していかないといけないなと思い

ますし、あとは空き家対策に加えてやはり少

子化対策にもなるんではないかなと思います。 

 やはり、私も子育て世代ですので、周りの

子どもさんを持っている家族を見てみますと、

今３人、４人と子どもさんがいるご家庭もご

ざいます。その方々に聞いてみると、やはり

自分の親が周りにおるとか、近くに住んでい

るのでいざというときには子どもが預けられ

るのが大きいんですよというふうなお話を聞

きます。いくらこども園とか、学童保育が整

備されたとしても、いざ子どもさんが突然熱

が出たとなれば、やはりお母さんは仕事を休

んで、共働きしてれば休んで子どもさんを見

ないといけませんし、インフルエンザなんか

にかかってしまいますと１週間休まないとい

けないということですから、そうなればやっ

ぱりお母さんは働けないというのもございま

すので、そうなったら安心して子どもさんを

育てられない。だから、たくさん子どもさん

を欲しくてもなかなか１人、２人で終わって

しまうという方もいるのではないかなという

ふうに思いました。 

 ですから、二世帯というのを一緒の土地に

住むというのはなかなか抵抗がある方もおる

かもわかりませんが、そういった意味ではリ

フォームも兼ねた近居というのも一つの手で

はないのかなと、同居もそうですが、近居も

そうじゃないんかなというふうに思います。

ですので、先ほどのこれから、今年度ですか、

一応検討していただいたということではあり

ますが、もう一度、新築の取得補助に加えて、

さらには三世代の定住支援としてそういった
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形で近居、同居の方の購入、中古住宅の購入

もそうですし、リフォームももう一度考えて

いただくことで空き家対策・少子化対策にな

るというふうなことを私は訴えさせていただ

きまして、私の質問を終わりたいというふう

に思います。 

 ありがとうございます。 

○議長（岡 弘悟君）10番 森下君の一般質

問は終わりました。 

                     

○議長（岡 弘悟君）お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会し、

明６月20日午前９時30分から会議を開くこと

にいたしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岡 弘悟君）ご異議がありませんの

で、そのように決しました。 

 本日はこれにて延会いたします。お疲れさ

までした。 

（午後４時16分 延会） 

                                          

 


